
第３６回日本産婦人科医会学術集会・鹿児島大会 －第１報－
担当：九州ブロック 開催地：鹿児島市 大会会長：柿木 成也

メインテーマ：未来への熱いメッセージ～おぎゃー献金発祥の地から～

会 期：平成２１年１０月１０日�、１１日�
会 場：かごしま県民交流センター（鹿児島市山下町１４―５０ ＴＥＬ ０９９―２２１―６６０２）
参加費：１０，０００円（ご家族、前期研修医は無料） 当日会費１２，０００円

大 会 プ ロ グ ラ ム

平成２１年１０月１０日�

開 会 式 １３：００～１３：３０

教育講演 １３：３０～１６：５０
１．「子宮体癌の動向とその対策」 演者：蜂須賀 徹（産業医科大学教授） 座長：和氣 徳夫（九州大学教授）
２．「若い女性に忍び寄る子宮頸がんー私たち産婦人科医に出来ること－」

演者：片渕 秀隆（熊本大学教授） 座長：嘉村 敏治（久留米大学教授）
３．「胎盤」 演者：増崎 英明（長崎大学教授） 座長：楢原 久司（大分大学教授）
４．「周産期医療の未来」 演者：池ノ上 克（宮崎大学教授） 座長：瓦林達比古（福岡大学副学長）

平成２１年１０月１１日�

基調講演「産科医療に対する報酬はどうあるべきか」（９：００～９：４０）
演者：寺尾 俊彦（日本産婦人科医会会長） 座長：片瀬 高（九州ブロック会会長）

ワークショップ 産科診療におけるリスクと対策
ワークショップ�． 新生児後遺障害（９：４０～１０：５５）

座長：濱田 政雄（宮崎県支部長）
松岡幸一郎（大分県支部長）

１．「多胎妊娠と新生児後遺障害」 演者：牧野 康男（東京女子医科大学准教授）
２．「脳性麻痺の原因分析とその留意点」 演者：中井 章人（日本医科大学教授）
３．「低酸素脳虚障害の原因と対策」 演者：鮫島 浩（宮崎大学准教授）
ワークショップ�「総括」：堂地 勉（鹿児島大学教授）

ワークショップ�． 分娩時出血のリスク（１０：５５～１２：１０）
座長：今村 定臣（日本産婦人科医会顧問／会長特別補佐・日本医師会常任理事）

内野 稔（佐賀県支部長）
１．「安全確実な吸引分娩手技～分娩時損傷のリスク軽減のために～」

演者：佐藤 昌司（大分県立病院総合周産期母子医療センター産科部長）
２．「出産時の出血による死亡」

演者：高橋 恒男（横浜市立大学附属市民総合医療センター総合周産期母子医療センター教授）
３．「分娩時大量出血に対する対策」 演者：久保 �彦（国立成育医療センター周産期診療部産科医長）
ワークショップ�．「総括」：木下 勝之（日本産婦人科医会副会長・日本医師会常任理事）

ランチョンセミナー（１２：１０～１３：１０）
「OCピル発売から１０年～日本の現状と今後の課題～」

演者：北村邦夫（日本家族計画協会クリニック所長） 座長：波多江正紀（鹿児島市立病院産婦人科部長）

市民公開講座「さつまの魅力～歴史から未来へ～」（１３：２０～１４：３０）
演者：原口 泉（鹿児島大学法文学部教授） 座長：柿木 成也（鹿児島県支部長）

閉 会 式 １４：３０～１４：４５ 大会旗引継ぎ

懇 親 会 平成２１年１０月１０日� １８：３０ 「城山観光ホテル」（鹿児島市新照院町４１番１号）
参加費 １０，０００円（事前申し込みが必要です。）

親睦ゴルフ大会 平成２１年１０月９日� ８：３０スタート「島津ゴルフ倶楽部」

観 光 詳細は第２報でご案内いたします。

☆大会のお問い合わせ：第３６回日本産婦人科医会学術集会事務局
〒１０２―００８３ 東京都千代田区麹町４―２―６ 第２泉商事ビル５Ｆ
�MAコンベンションコンサルティング内 TEL０３―５２７５―１１９１ FAX０３―５２７５―１１９２ E-mail：info@macc.jp

日 産 婦 医 会 報平成２１年５月１日（毎月１日発行） （第三種郵便物認可）
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